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 ・調査実施時期：2011 年 11月～2013年 10月 
 ・調査地域：首都圏、関西、秋田、名古屋、相生、広島、大分、熊本、人吉、沖縄 
 ・話者：高年層（60～70歳代）男性、高年層（60～70歳代）女性、 
     若年層（大学生～20歳代）男性、若年層（大学生～20歳代）女性 
 ・収録会話の種類：ペア入れ替え式ロールプレイ会話 4場面、 









































































































































































  文字化 
  ・漢字かな交じり文によって表記する。 
  ・ペア入れ替え式の話者はＡ・Ｂで示す。 
  ・リーグ戦式の話者はＡ・Ｂ・Ｃで示す。 
  ・発話中の個人名は、会話の当事者を指す場合はＡ・Ｂ・Ｃの記号に置き換える。 
  ・ペア入れ替え式の場面３の先輩Ｄにあたる個人名はＤの記号に置き換える。 
  ・リーグ戦式の場面１-２の先生Ｅにあたる個人名はＥの記号に置き換える。 
  ・その他の第三者はＺ・Ｙ・Ｘ…等の記号に置き換える。 
  ・／／：直後の発話が次の発話者の発話と同時に始まったことを示す。 
  ・＊＊＊：聞き取り不能の箇所。 
  ・↑：上昇のイントネーションを表す。 
  ・↓：下降のイントネーションを表す。 
  ・｛間｝：発話がとぎれて不自然な沈黙が生じている箇所。 
  ・｛笑｝：笑い声が生じた箇所。 
  音声 
  ・音声については、個人名を伏せ音に加工している。 




 公開用データとして、次の 2種類を用意した。 
  「方言ロールプレイ会話データベース（ホームページ版）」 
   http://www.ninjal.ac.jp/research/project/c/dialectconv/ 
























  ペア入れ替え式ロールプレイ会話： 
   場面１「文句談話」 三井はるみ 
      首都圏高年層男性 01（sht_hm01-1） 
      首都圏若年層男性 02（sht_lm02-1） 
   場面２「依頼談話」 松田美香 
      首都圏高年層女性 01（sht_hf01-2） 
      首都圏若年層女性 01（sht_lf01-2） 
   場面３「慰め談話」 日高水穂 
      首都圏高年層女性 01（sht_hf01-3） 
      首都圏若年層女性 01（sht_lf01-3） 
   場面４「勧誘談話」 小西いずみ 
      首都圏高年層男性 01（sht_hm01-4） 
      首都圏若年層男性 02（sht_lm02-4） 
  リーグ戦式ロールプレイ会話： 
   場面１「出欠確認談話」 酒井雅史 
      首都圏若年層女性 04（sht_lf04ab-1～sht_lf04cb-1） 
      関西若年層男性 02（kns_lm02ab-1～kns_lm02cb-1） 
   場面２・場面３「申し出談話」 森勇太 
      首都圏若年層女性 04（sht_lf04ab-2～sht_lf04cb-2） 





  ペア入れ替え式ロールプレイ会話 
ペア 話者記号 性別 出身地 生年 調査日時 
首都圏高年層男性 01 Ａ 男性 東京都文京区 1942 年生 
2012.02.27. 
Ｂ 男性 東京都文京区 1939 年生 
首都圏高年層女性 01 Ａ 女性 東京都千代田区 1944 年生 
2012.02.06 
Ｂ 女性 東京都千代田区 1953 年生 
首都圏若年層男性 02 Ａ 男性 東京都小金井市 1989 年生 
2012.02.23. 
Ｂ 男性 埼玉県入間市 1989 年生 
首都圏若年層女性 01 Ａ 女性 東京都台東区 1992 年生 
2011.12.19. 
Ｂ 女性 東京都大田区 1991 年生 
  リーグ戦式ロールプレイ会話 
グループ 話者記号 性別 出身地 生年 調査日時 
首都圏若年層女性 04 Ａ 女性 埼玉県川口市 1991 年生 
2013.08.08. Ｂ 女性 埼玉県比企郡鳩山町 1991 年生 
Ｃ 女性 埼玉県秩父市 1991 年生 
関西若年層男性 02 Ａ 男性 大阪府堺市 1991 年生 
2012.08.02. Ｂ 男性 大阪府河内長野市 1990 年生 







  「行為的機能」 
  ・熊谷智子（1997）「はたらきかけのやりとりとしての会話―特徴の束という形でみ
た「発話機能」―」茂呂雄二編『対話と知 ―談話の認知科学入門―』新曜社，21-46. 
  ・国立国語研究所編（1994）『伝えあうことば 日本語教育映像教材中級編関連教材 4 機
能一覧表』大蔵省印刷局. 





  ・理論的に作った分類枠を用いて会話の発話の特徴づけをしていくというもの。 
  ・発話内容・発話姿勢についての分析項目のひとつ。 
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は、付属 CD-ROM に所収している。 
 
・本報告書『国立国語研究所共同研究報告 13-04 方言談話の地域差と世代差に関する研究 






































 高年層ペア 若年層ペア 














0003       用件確認（Ｂ） 
0004-0010  現状の提示と事情説明の要求（Ａ） 
0011-0013  細部の確認（Ｂ）と情報付加（Ａ） 
0013-0021  違約への気づきと困惑の表明（Ｂ） 
0022-0052  補足情報（不都合）の提示（Ａ） 
 0022-0039  補足情報（不都合）の提示（Ａ） 
 0040      リカバー行動の要請（Ａ） 
 0041-0051  細部の確認（Ｂ）と情報付加（Ａ） 
 0052      補足情報（不都合）の提示（Ａ） 
0053       謝罪（Ｂ） 
0002      現状の提示と事情説明の要求（Ａ） 
0003-0010  言い訳（Ｂ） 
 0003-0004  遅刻の理由 
 0005-0010  到着見込み 
0010-0015  リカバー情報（到着見込み）の要求
（Ａ）と提示（Ｂ） 
0016-0018  非難（Ａ） 













0059-0067  状況修復のための調整（Ａ・Ｂ） 
 0059-0062  リカバー情報（到着見込）の提示（Ｂ） 
 0063-0064  フォローの要請（Ｂ）と了承（Ａ） 
 0064-0067  念押しと了承（Ａ・Ｂ） 
0064-0073  念押し（Ａ）と了承（Ｂ）の反復 
0020-0021  フォローの請負（Ａ） 
0022-0023  リカバー行動の要請（Ａ）と了承
（Ｂ） 
0023-0024  謝罪（Ｂ） 
0024-0027  念押し（Ａ）と了承（Ｂ）の反復 
 
終了部 ――― 0028-0029  再会の予告 
 















































状況説明 状況提示 状況提示 






































0004: 今日のさ、駒大ー陸上の、0006: 会議が、もう始まっちゃってんだけども《状況提示》。 







































































































































0001 Ｂ もしもーし。 注目要求 
0002-1 Ａ あ、 注目表示 
0002-2 Ａ Ａ（名）でー／／す。 陳述・表出 





















0004 Ａ 今日のさ、駒大ー陸上の、 陳述・表出（1/2） 
0005 Ｂ うん。 注目表示 
0006 Ａ 会議が、もう始まっちゃってんだけども。 陳述・表出（2/2） 
《状況提示》 0007 Ｂ うん。 注目表示 
0008 Ａ もう 30分＊＊、 陳述・表出 
《状況提示》 0009 Ｂ ／／え。 注目表示 












0011-1 Ｂ ん、今日何時からだったっけ。 情報要求 
0011-2 Ｂ 俺、 陳述・表出（未完） 
0012 Ａ ６時。 陳述・表出 















0013-2 Ｂ もう／／６時過ぎてんな。 注目表示 
0014 Ａ うん。 注目表示 
0015-1 Ｂ まいったなー。 陳述・表出 
0015-2 Ｂ 俺、ちょっとさ、 陳述・表出（未完） 
0016 Ａ もう、 陳述・表出（1/2） 
0017 Ｂ 今、ん、あ、もう始まってんのかよ。 情報要求 
0018-1 Ａ 始まってる、 陳述・表出（2/2） 
《補足情報の提示》 0018-2 Ａ ／／はじま、もうねー、えー、 陳述・表出（未完） 
0019-1 Ｂ あらららら。 注目表示 
0019-2 Ｂ うん。 注目表示 
0020 Ａ 開式の言葉が／／終わったし。 陳述・表出 



























0022 Ａ で、今日ね、 陳述・表出（1/3） 
0023 Ｂ ／／うん。 注目表示 
0024 Ａ 隣にね、 陳述・表出（2/3） 
0025 Ｂ うん。 注目表示 
0026 Ａ Ｚさんって／／人、 陳述・表出（3/3未完）
《具体的な不都合の
提示》、情報要求（1/2） 
0027 Ｂ うん。 注目表示 
0028 Ａ わかる↑。 情報要求（2/2） 
《補足情報の確認》 
0029-1 Ｂ 知らない。知らないな。 陳述・表出 
0029-2 Ｂ 誰、Ｚさんって。 情報要求 
0030 Ａ 声かけられたんだ／／けど。 陳述・表出《具体的
な不都合の提示》 
0031 Ｂ うん。 注目表示 
0032 Ａ まちがえてね。 陳述・表出《具体的
な不都合の提示》 
0033 Ｂ うん。 注目表示 
0034 Ａ 駒高の生徒さんだった／／人みたい。 陳述・表出 
0035-1 Ｂ へー、 注目表示 
0035-2 Ｂ 知らないな。 陳述・表出 
0035-3 Ｂ ん、えっ、 注目表示 
0035-4 Ｂ それ、誰、／／何歳ぐらいの人。 情報要求 
0036 Ａ そ、その人がね、 陳述・表出（1/3） 
0037 Ｂ うん。 注目表示 
0038 Ａ どうしても会いたいってゆうんで、 陳述・表出（2/3）《具
体的な不都合の提























0041-1 Ｂ あ、ほんと。 注目表示 
0041-2 Ｂ おー、なに、駒大高の↑。 情報要求 
0041-3 Ｂ なん、いくつぐらいの人だい。 情報要求 
0042 Ａ んーとね、年がね、 陳述・表出（未完） 
0043 Ｂ うん。 注目表示 
0044 Ａ 56歳って／／聞いた。 陳述・表出 
0045-1 Ｂ 56か。 注目表示 
20 
0045-2 Ｂ 56／／ってゆうと、 情報要求（1/2） 
0046 Ａ うん。 注目表示 




0047-3 Ｂ へー、どんな人。 情報要求 
0047-4 Ｂ なんか仕事やってた。 情報要求 
0048 Ａ えっとね、 注目表示 
0049 Ｂ うん。 注目表示 
0050 Ａ うーんと、細面の人なんだ／／けどもね。 陳述・表出 


















0053-1 Ｂ ／／あ、ほんと。 注目表示 
0053-2 Ｂ うわ、 注目表示 














0054 Ａ だから早く来て／／くれると、 陳述・表出（未完） 
0055 Ｂ うん。 注目表示 
0056 Ａ 嬉しいんだけど／／もねー。こ、 陳述・表出〈行動の
促し〉《希望の表明》 
0057-1 Ｂ あ、 注目表示 
0057-2 Ｂ わかったわかったわかった。わかった。 陳述・表出 
0057-3 Ｂ うん。 注目表示 
0058 Ａ 大丈夫↑。 情報要求〈行動の促
し〉《意向の確認》 



























0059-2 Ｂ これからすぐ、さー、支度して行くけどさー。 陳述・表出 
0059-3 Ｂ ／／タクシー、うまく、ん、タクシ、 陳述・表出（未完） 
0060-1 Ａ あーそう。 注目表示 
0060-2 Ａ 何分ぐらいかかり／／そう。 情報要求《リカバー
情報の要求》 
0061-1 Ｂ うーん、タクシーうまく止めればいいんだけど、 陳述・表出 
0061-2 Ｂ うーん、駅までやっぱり 10分、20分、まあ、25分
くらいかかるかもしんないなー。 
陳述・表出 














0063-1 Ｂ ちょっと待た、待たせといてよ。 行為要求 
0063-2 Ｂ うん。 注目表示 
0063-3 Ｂ 必ず行く／／から。 陳述・表出 







0064-2 Ａ じゃあ７時頃までには／／来られそうですね。 情報要求〈行動の促
し〉《約束履行の念押
し》 
0065-1 Ｂ うん、 注目表示 
0065-2 Ｂ 行く行く行く行く行く。 陳述・表出 
0065-3 Ｂ うん、 注目表示 
0065-4 Ｂ 行く行く行く／／行く。 陳述・表出 
0066 Ａ はい、わかり／／ました。 注目表示 
0067-1 Ｂ よろしく言っと／／いてー。 行為要求 











0068 Ａ じゃ、待ってるので。 陳述・表出〈行動の
促し〉《期待表明》 
0069-1 Ｂ はーい。 注目表示 
0069-2 Ｂ ／／よろしくお願いしまーす。 関係づくり，儀礼 
0070-1 Ａ はい、 注目表示 
0070-2 Ａ ぜひ、 行為要求（1/2） 
0070-3 Ａ はい、はい。 注目表示 
0070-4 Ａ ／／来てください。 行為要求（2/2）〈行動
の促し〉《依頼》 
0071 Ｂ はいはい。 注目表示 
0072 Ａ お願いいたし／／まーす。 関係づくり，儀礼〈行
動の促し〉《丁寧な定
型表現による念押









0001 Ｂ はい、もしもし。 注目表示 
































0003-1 Ｂ いや、 注目表示 
0003-2 Ｂ ちょっと、寝坊しちゃってさ。 陳述・表出 







0005 Ｂ 30分ぐらい、／／たぶん、ちょっと、 陳述・表出（1/3） 
0006 Ａ うん。 注目表示 
0007 Ｂ いや、さんじ、い、んー、たぶん 40分とか、 陳述・表出（2/3） 
0008 Ａ ん。 注目表示 
0009 Ｂ ちょっと遅れちゃうかもしんない。 陳述・表出（3/3） 





















0010-2 Ａ 今はさ、あの、もう支度できてんの。 情報要求《リカバー
情報の要求》 
0010-3 Ａ こっち向かって／／る↑。 情報要求《リカバー
情報の要求》 
0011-1 Ｂ あー、 注目表示 
0011-2 Ｂ もう向かってて、 陳述・表出（未完） 
0012 Ａ ／／うん。 注目表示 
0013 Ｂ 今電車ん中なんだけど／／さ。 陳述・表出 
0014-1 Ａ うん。 注目表示 
0014-2 Ａ じゃあ、えー、30分、／／40分ぐらい。 情報要求 
0015-1 Ｂ うん。 注目表示 
0015-2 Ｂ そうそうそう。 陳述・表出 
非
難  
0016 Ａ なに、きゅー、寝坊↑。 情報要求〈非難〉《理
由の問い詰め》 
0017 Ｂ 寝坊。 陳述・表出 















0018-2 Ａ 結構、先生も、結構怒ってるからさ。 陳述・表出《具体的
不都合の提示》 































0022-2 Ａ あのー、できるだけ、ほんと急いで／／来て。 行為要求〈行動の促
し〉《依頼》 
0023-1 Ｂ あー、 注目表示 
謝
罪  
0023-2 Ｂ 悪い。 関係づくり，儀礼 
0023-3 Ｂ ／／あー。 注目表示 











0024-2 Ａ じゃあ、こっちでなんとかやるから。 陳述・表出《不都合
への対処の提示》 
0024-3 Ａ あのー、そうゆう、ま、急いで来てください。 行為要求〈行動の促
し〉《丁寧な依頼》 
0024-4 Ａ よろしくお願いします。 関係づくり，儀礼〈行
動の促し〉《丁寧な定
型表現による依頼》 
0025-1 Ｂ はい、 注目表示 
0025-2 Ｂ ありがと。 関係づくり，儀礼 
0026-1 Ａ うん、 注目表示 
0026-2 Ａ じゃあ、こっちでやっとくね。 陳述・表出《不都合
への対処の提示》 








0028 Ａ じゃあ、またあとで。 関係づくり，儀礼〈行
動の促し〉《期待表
明》 



























にＢが集まり（若年層はボランティア）に出るよう、「A：依頼をする ― Ｂ：断る ― 







  ＜きりだし＞ 
  ＜状況説明＞ 
  ＜効果的補強＞ 
  ＜行動の促し＞ 
25 
  ＜対人配慮＞ 
  ＜その他＞ 
の 6種にまとめた。以下は、その一部である。 
 































   情報提供者：情報を提供することと関係する「発話機能」を用いる 
   協力者：協力して話段を作り上げる 
の 2つの役割があり、役割が交代するところで「話段」が変わると指摘している。ザトラ
ウスキー(2011:129)では、日本語での親しい人同士の資料による「依頼」の談話について、 
  ①依頼の前提条件が満たされているかどうかを確認する先行発話連鎖から始まる。 
  ②依頼の話段はメタ言語的発話から始まり、その後依頼に関する情報が提供される。 
  ③依頼を明示する前に「悪いけど」のように謝ったりする、依頼者の気配りが見られ
る。 
  ④被依頼者が承諾した後大丈夫かどうかを再確認する。 






























  ・高年層の依頼者（Ａ）は「終了部（別れの挨拶）」でも「依頼の念押し」を行った 
  ・高年層ペアのほうが「依頼応答２」や「終了部（別れの挨拶）」の構造が複雑である 
という違いが見られる。 
  





 高年層ペア 若年層ペア 









0004～0009    Ａによる事情説明 
00010         Ａによる依頼 
0004～0013      Ａによる事情説明 
























0029～0043    Ｂによる非明示的な受諾 
 0029～0035  Ｂによる事情説明 
 0036        Ａによる恐縮 
 0037～0038  Ｂによる報酬要求 
 0039～0043  Ｂによる事情説明 
0044～0052    Ａによる事情説明と報酬提案 
0053～0059    Ｂによる非明示的な受諾 
0060～0075-1  Ａによる意向の確認（依頼）と
謝意 





0026-2～0029-2  Ａによる謝意と報酬提案 
0029-3～0031    Ｂによる説明要求 
0032～0033-1    Ａによる依頼の念押しと謝意 
終了部 0075-2～0082    別れの挨拶 
 0075            Ｂによる別れの挨拶 
 0076～0077      Aによる依頼の念押し（Ａ・Ｂ
謝意） 
 0078～0082      Ａによる別れの挨拶 












きりだし 注目喚起、依頼条件の確認 注目喚起、依頼条件の確認、用件 
状況説明 事情、依頼内容の詳細伝達 事情、依頼内容の詳細伝達 






行動の促し 交代の依頼、依頼の念押し 交代の依頼、依頼の念押し 







































































0054-2A：{ 笑 } ≪関係のやわらげ≫ 


























































































































































とばの奥深さを知る 15章―』ミネルヴァ書房 pp.129-133 
杉村孝夫(2013)「依頼の場面の談話分析―大分県方言談話資料による―」福岡教育大学『福






























































































































































































































































































































































































































  （２）「慰め」の機能的要素 
  (a) 心配：相手の状況を察して心配する。 
    例）「大丈夫？」 
  (b) 共感：相手の状況を察して共感を示す。 
    例）「それはへこむよねー」 
  (c) 助言：相手の状況がよくなるように助言する。 
    例）「あんまり考え込みすぎないほうがいいよ」 
  (d) 前向きな予測：前向きな予測をして、相手を積極的な気持ちにさせる。 
    例）「大丈夫、○○ちゃんなら次は受かるよ」 
  (e) 励まし：励ましの言葉をかける。 














  Ⅰ 共感的発話：落ち込む人の気持ちに共感した発話。相手をフォローしたり、親身
な対応をとった発話などがこれに属する。 
   例）「なんで」「どうして」などの理由を追究する発話 
     「まじで？」「ええー」などの驚きを表す発話 
     「がんばれ」「落ち込むな」などの直接的な表現で相手を励ます発話 
     「大丈夫？」など相手の心情を直接的に聞く発話 




   例）面接に落ちた原因・事実に言及する発話 























 高年層ペア 若年層ペア 




































































































































































































































































































































































































































































































































































  (1)あいさつ、呼びかけ→(2)勧誘の情報提供→(3)勧誘→(4)情報提供の付加→ 
  (5)細部の確認、了承→(6)情報提供の付加→(7)了承、終わり→ 














  〈きりだし〉注目喚起、用件 
  〈状況説明〉事情、不都合 
  〈効果的補強〉請け合い 
  〈行動の促し〉預かりの依頼、依頼の念押し、意向の確認 







 高年層ペア 若年層ペア 





































































 高年層ペア 若年層ペア 
きりだし 注目喚起 注目喚起 







































































































































































0001-1 Ａ はい、 注目表示 
0001-2 Ａ Ａ（姓）です。 陳述・表出 
0002-1 Ｂ はい、 注目表示 






0003-1 Ａ あ、 注目表示 





























0005-1 Ａ えっ、 注目表示 
0005-2 Ａ 日曜ったって、あさってじゃない。 情報要求 
0006-1 Ｂ うん、 注目表示 
0006-2 Ｂ あさってだけど。 陳述・表出 





0007 Ａ ／／うん。 注目表示 
0008-1 Ｂ 昔話でもしようかなーと思ってんだけど、 
陳述・表出(2/2) 
《補足情報の提示》 
0008-2 Ｂ どうだろう。 
情報要求 
《都合の確認》 
0009-1 Ａ えっ、 注目表示 
0009-2 Ａ ちょっと待って。 行為要求 
0009-3 Ａ 時間は↑。 情報要求 
0010-1 Ｂ んー、 注目表示 
0010-2 Ｂ 夕方６時から。 陳述・表出 
0011 Ａ ６時か／／ら。 注目表示 
0012-1 Ｂ うん、 注目表示 
60 










0013 Ａ この日ねー、 陳述・表出(1/2) 
0014 Ｂ うん。 注目表示 
0015 Ａ ソモン会の会議が入ってんだよ。 陳述・表出(2/2) 
0016-1 Ｂ えーー、 
注目表示 
《注目喚起》 
0016-2 Ｂ だっておやじの会だぞ、おまえ。 
陳述・表出 
《重要性の主張》 
0016-3 Ｂ どっちが大事だか考えて、そー、 行為要求(1/2) 
0017 Ａ ／／うん。 注目表示 
0018-1 Ｂ こっち来てくれよ、おまえ。 
行為要求(2/2) 
《依頼》 
0018-2 Ｂ ／／だめかい。 
情報要求 
《都合の確認》 
0019 Ａ だって命日はまだちょっと先だった／／からさ、 陳述・表出 
0020 Ｂ うーん。 注目表示 
0021 Ａ まさかぶつかるとは思わなかっ／／たよ。 陳述・表出 
0022-1 Ｂ あ、そっか、 注目表示 








0022-4 Ｂ んー、なんとか、 行為要求(1/2) 
0023 Ａ ／／うん。 注目表示 
0024-1 Ｂ んー、都合できないかな。 
行為要求(2/2) 
《都合の確認》 
0024-2 Ｂ んー、Ｙもうまく時間空きそうなんで。 
陳述・表出《第３
者の情報の提示》 
0024-3 Ｂ 会／／費ー、 （未完発話） 
0025 Ａ あ、みんな来る／／の。 情報要求 
0026-1 Ｂ うん、 陳述・表出 
0026-2 Ｂ 会費、８千円／／ぐらいなんだけど、 陳述・表出 
0027 Ａ うん。 注目表示 
0028 Ｂ まあ、／／俺たち飲むから、 陳述・表出 
0029 Ａ うん。 注目表示 
61 
0030 Ｂ ま、一人１万円の予定で、えー、 陳述・表出(1/2) 
0031 Ａ うん。 注目表示 




0032-2 Ｂ どうだろ。 
情報要求 
《都合の確認》 
0033 Ａ ろ、６時でしょ。 情報要求 
0034 Ｂ うん、／／６時、６時。 陳述・表出 
0035 Ａ ６時、６時。 注目表示 











0037-1 Ａ えー、 注目表示 
0037-2 Ａ ちょっと待ってよ。 行為要求 
0038 Ｂ うん。 注目表示 
0039-1 Ａ 会、会のプリント見てみる／／からね。 陳述・表出 
0039-2 Ａ ちょっと待ってね。 行為要求 
0040 Ｂ うん、うん、うん、ちょっと待ってる待ってる待ってる。 陳述・表出 
0041 Ａ あ、あ、ええとね、 注目要求 
0042-1 Ｂ うん、 注目表示 
0042-2 Ｂ 大丈夫↑。 
情報要求 
《都合の確認》 
0043 Ａ よ、４時からで、 （未完発話） 
0044 Ｂ うん。 注目表示 
0045 Ａ ５時半頃には終わるね。 陳述・表出 
0046-1 Ｂ 終わるか。 注目表示 
0046-2 Ｂ あ、じゃあ、30分／／あればー、 （未完発話） 
0047 Ａ うん。 注目表示 
0048-1 Ｂ 上野まで来られるな。 
陳述・表出 
《不都合の否定》 
0048-2 Ｂ あ、じゃあ、行こ行こ／／行こ。 行為要求《勧誘》 
0049-1 Ａ んー、 注目表示 
0049-2 Ａ ちょっと、 （未完発話） 
0050 Ｂ ／／うん。 注目表示 
0051 Ａ 30分じゃ、 陳述・表出 
62 
0052-1 Ｂ え、／／無理か。 注目表示 
0052-2 Ｂ うん。 注目表示 
0053 Ａ とにかく、じゃあ、 （未完発話） 
0054 Ｂ じゃ、／／少し、うん。 注目表示 
0055-1 Ａ うんうん。 注目表示 
0055-2 Ａ あの、／／会議は会議で終わらして。 陳述・表出 
0056-1 Ｂ かんぱ、うん、乾杯、は、先に始めてるからさ。 
陳述・表出 
《対処の提示》 
0056-2 Ｂ あのー、 注目要求 
0057 Ａ ／／はい。 注目表示 
0058-1 Ｂ 来るもの食ってるから。 
陳述・表出 
《対処の提示》 
0058-2 Ｂ そのかわり肉なく／／なるぞ、おまえ。 陳述・表出《脅し》 
0059 Ａ ｛笑｝ 注目表示 
0060-1 Ｂ 遅れて来るから。 陳述・表出 
0060-2 Ｂ ／／いいかい、それでも。 
情報要求 
《意向の確認》 







0062-1 Ｂ はい、 注目表示 
0062-2 Ｂ ／／あー、じゃ、さ、 （未完発話） 
0063-1 Ａ じゃあ、なんとか、／／少し遅刻するけど、 陳述・表出 
0063-2 Ａ うん、 注目表示 
0064-1 Ｂ ８千円だな、 陳述・表出 
0064-2 Ｂ うんうん。 注目表示 
0065-1 Ａ うん。 注目表示 
0065-2 Ａ ／／行きます、行きます。 陳述・表出 
0066-1 Ｂ はい、 注目表示 
0066-2 Ｂ 待ってまーす。 
陳述・表出 
《期待表明》 
0066-3 Ｂ うん。 注目表示 
0067 Ａ ／／はい。 注目表示 
0068 Ｂ でも、／／追加の肉は高いから。 陳述・表出《脅し》 
0069-1 Ａ じゃ、はい、 注目表示 
0069-2 Ａ 楽しみに、 陳述・表出 
63 
0069-3 Ａ はい。 注目表示 
0070-1 Ｂ 来てくれよー。 行為要求《依頼》 
0070-2 Ｂ はい。 注目表示 
0071-1 Ａ はい、 注目表示 
0071-2 Ａ わかり／／ました。 陳述・表出 
0072 Ｂ 楽しみにしてまーす。 
陳述・表出 
《期待表明》 
0073-1 Ａ はい。 注目表示 
0073-2 Ａ はい、 注目表示 
0073-3 Ａ じゃ、よろ／／しく。 関係づくり，儀礼 
0073-4 Ａ はい、 注目表示 
0073-5 Ａ 行きまーす。 陳述・表出 
0074-1 Ｂ はーい、 注目表示 










0001 Ａ もしもし。 注目要求 
0002-1 Ｂ あー、 注目表示 
0002-2 Ｂ もしもし、 注目要求 






0003-1 Ａ ん↑、 注目表示 





0004 Ｂ えっとさー。 
注目要求 
《注目喚起》 
0005 Ａ うん。 注目表示 
0006 Ｂ 日曜日に、なんか、 （未完発話） 
0007 Ａ うん。 注目表示 
0008 Ｂ なんだろ、研究室の、なんか、 （未完発話） 
0009 Ａ うん。 注目表示 
0010 Ｂ の、飲み会が、こう、なんかあるんだよね、夜。 
陳述・表出 
《イベント提示》 
0011 Ａ うん。 注目表示 













0013 Ａ それって来週↑。 情報要求 
0014-1 Ｂ あー、 注目表示 
0014-2 Ｂ そうそうそうそう。 陳述・表出 
0015-1 Ａ 来週の日曜。 注目表示 
0015-2 Ａ あ、それってさー、Ｙさんの、あの、ん、あの例の飲み↑。 情報要求 
0016-1 Ｂ ｛間｝あーあーあーあー。 注目表示 







0017-1 Ａ あ、 注目表示 
0017-2 Ａ で↑。 情報要求 
0017-3 Ａ あ、 注目表示 
0017-4 Ａ ごめんごめん。 関係づくり，儀礼 
0017-5 Ａ それで↑。 情報要求 








0018 Ｂ 飲み会、飲み会があるからー、／／ちょっと、 
陳述・表出 
《イベント提示》 
0019-1 Ａ うん。｛間｝ 注目表示 
0019-2 Ａ うん。 注目表示 
0020-1 Ｂ うん、 注目表示 







0021-1 Ａ えっ、 注目表示 
0021-2 Ａ 俺↑。 情報要求 
0022 Ｂ うん。 陳述・表出 
0023-1 Ａ いやいやいやいや。 注目表示 
0023-2 Ａ ちょっとさー。 （未完発話） 
0023-3 Ａ いや、いいっしょ。 陳述・表出 
0023-4 Ａ 行ったら俺、飲まされるから。 陳述・表出 
0023-5 Ａ 俺弱いからさー、お酒。 陳述・表出 











0025-1 Ａ なんで。 情報要求 
0025-2 Ａ Ｙさんが、こう、行け、みたいな感じで言われたの。 情報要求 
0026 Ｂ ／／いやー、なんか、 注目表示 
0027 Ａ あの、誘えよ、みたいな。 情報要求 
0028-1 Ｂ そうそう。 陳述・表出 
0028-2 Ｂ なんかもう、 陳述・表出(1/3) 
0029 Ａ うん。 注目表示 
0030 Ｂ 学部も、 陳述・表出(2/3) 
0031 Ａ うん。 注目表示 
65 














0033-1 Ａ いやー、 注目表示 
0033-2 Ａ いいっしょ、別に。 陳述・表出 
0033-3 Ａ ちょー、 注目要求 
0033-4 Ａ 日曜さー、 （未完発話） 
0033-5 Ａ うーん、 注目表示 
0033-6 Ａ 日曜でしょ。 情報要求 
0033-7 Ａ いやー、 注目表示 
0033-8 Ａ ごめん。 関係づくり，儀礼 
0033-9 Ａ ちょっと日曜ちょっと、それ、パスっての、頼むわ。 行為要求 
0033-10 Ａ ちょっと、なんか、んー。 （未完発話） 
0034-1 Ｂ いや、 注目表示 
0034-2 Ｂ でもさ、 陳述・表出(1/2) 
0035 Ａ うん。 注目表示 
0036-1 Ｂ いやー、断れないっしょ、あれは。 
陳述・表出(2/2) 
《当為性の主張》 
0036-2 Ｂ うん。 注目表示 
0037-1 Ａ いや、 注目表示 
0037-2 Ａ わっかるけどさー。 陳述・表出 
















0040-1 Ｂ ふーん。 注目表示 
0040-2 Ｂ んー、 注目表示 
0040-3 Ｂ でもねー、 （未完発話） 
 
0041-1 Ａ うん。 注目表示 
0041-2 Ａ まあね、わかるよ。確かに。 陳述・表出 
0042 Ｂ ／／うん。 注目表示 
0043 Ａ Ｙさんには、よくしてもらってるからさ。｛笑｝ 陳述・表出 













0045 Ａ ／／うん。 注目表示 
0046 Ｂ 人がかわるからさ、 陳述・表出 
0047 Ａ うん。 注目表示 
0048 Ｂ なんだろ、やっぱり、絶対なんかおもしろい、 （未完発話） 
0049 Ａ ／／うん。 注目表示 
0050 Ｂ 出会いとかあるでしょ、あの人。 
陳述・表出(1/2) 
《利益の提示》 
0051-1 Ａ あー、わかる、 注目表示 
0051-2 Ａ ／／んー。 注目表示 
0052 Ｂ あれだったら。 陳述・表出(2/2) 
0053 Ａ 確かにね。｛笑｝ 注目表示 
0054 Ｂ んー、だから、 （未完発話） 
0055 Ａ うん。 注目表示 
0056 Ｂ 次の日に、 （未完発話） 
0057 Ａ うん。 注目表示 
0058 Ｂ 影響が出ない程度にー、 （未完発話） 
0059 Ａ うん。 注目表示 
0060 Ｂ 飲めばいいんじゃないかな。 
陳述・表出 
《解決法の提案》 
0061-1 Ａ あー、 注目表示 
0061-2 Ａ でー、何時ぐらいから。夕方↑。 情報要求 
0062-1 Ｂ そ、そ、そう。 注目表示 
0062-2 Ｂ まあ、６時ぐらいから。 陳述・表出 
0062-3 Ｂ は、／／早いから。 陳述・表出 
0062-4 Ｂ うん。 注目表示 
0063-1 Ａ あ、あー、 注目表示 
0063-2 Ａ 夕方６時ね↑。 情報要求 
0064 Ｂ ／／うん。 陳述・表出 
0065-1 Ａ 来週日曜の、んー。 注目表示 
0065-2 Ａ でー、じゃさー、ちょっ、早上がり、で、じゃあ、するから。 陳述・表出 












0068 Ｂ あー、わ、んー。 注目表示 
67 
0069 Ａ それが、そうふうな感じで、もしオッケーなら、 （未完発話） 
0070 Ｂ ／／うん。 注目表示 
0071-1 Ａ じゃあまあ、行くよ、じゃあ。 陳述・表出 
0071-2 Ａ うん、 注目表示 
0071-3 Ａ ／／お世話になってるから。 陳述・表出 




0073 Ａ ／／ほんと↑。 情報要求 




0075 Ａ いい↑。 情報要求 










0078 Ｂ はい。 注目表示 







0080 Ｂ じゃあ。 （未完発話） 
0081 Ａ じゃあ、来週の日曜ね。 陳述・表出 
0082 Ｂ うん。 注目表示 
0083 Ａ わかった。 注目表示 




0085-1 Ａ はい、 注目表示 





0086-1 Ｂ あー、 注目表示 




0086-3 Ｂ ／／うん。 注目表示 
0087-1 Ａ うん。 注目表示 
0087-2 Ａ じゃ、それでー、そいっ、それで、じゃあ、お願いします。 関係づくり，儀礼 
0088 Ｂ はーい。 注目表示 
0089-1 Ａ はい。｛笑｝わかりました。 注目表示 
0089-2 Ａ じゃあ、来週の日曜で、よろしく。 関係づくり，儀礼 









0091-1 Ａ うん。 注目表示 
0091-2 Ａ じゃ、あ、以上、それだ／／け↑。 情報要求 
0092-1 Ｂ あー、 注目表示 
0092-2 Ｂ それだけ、／／うん。 陳述・表出 
0093-1 Ａ あ、わかった。 注目表示 






0093-3 Ａ お疲れさまでー／／す。 関係づくり，儀礼 
0094-1 Ｂ はい、 注目表示 
































































                                               
2） 以下、会話の参加者を「電話の掛け手-電話の受け手」の形で示す。また、表中の機能的要素
は、左に掛け手のものを、右に受け手のものをそれぞれ示している。 












《出欠の確認》 《表明のための質問》 《出欠の確認》 《表明のための質問》




































































































































































































































































































































































































  （3）0006Ａ：あーの、この前、ゼミ休んどったやんかー。     【kns_lm02：Ａ→Ｂ】 
  （4）0006Ａ：はい。Ｃ（姓）さん、この前、あの、ゼミー、来てはらなかったですよ
ね。                                       【kns_lm02：Ａ→Ｃ】 
  （5）0012Ａ：今日、Ｂ（名）、いなかったじゃん↑。           【sht_lf04：Ａ→Ｂ】 
  （6）0010Ａ：でー、それってー、あの、Ｃ（名）さん、こないだ欠席されていたので、







  （7）0019Ｂ：Ｃ（姓）さん来はるん。                     【kns_lm02：Ｂ→Ｃ】 
  （8）0017Ｃ：えっとー、えー、旅行か。えー、Ｅ先生って来んの↑。 
                                                            【kns_lm02：Ｃ→Ｅ】 
  （9）0017Ｂ：Ｃ（名）さん、来る↑。                       【sht_lf04：Ｂ→Ｃ】 









  （11）0006Ａ：あーの、この前、ゼミ休んどったやんかー。 
          0007Ｂ：あー、ごめんなー。ちょっとなー、腹壊しとってん。 
                                                            【kns_lm02：Ａ→Ｂ】 
  （12）0019Ｂ：あー、じゃあ、行く。 




  （13）0021Ｂ：うん。／／お願いします。                     【sht_lf04：Ａ→Ｂ】 
  （14）0022Ａ：じゃあ、伝えときまーす。はーい。             【sht_lf04：Ａ→Ｂ】 






                                               


































『第 80回 日本方言研究会研究発表会発表原稿集』pp.49-56，日本方言研究会 
辻加代子(2009)『「ハル」敬語考－京都語の社会言語史』ひつじ書房 
 












































































































































































































































































































































 a 電話の掛け手 
  あなた（甲）は今、ある本を探しています。乙さんに電話をかけて乙さんがそれを
持っているかを尋ねてください。 










































 同級生 先輩―後輩 













































 c 《不都合》「Ｂ（姓）ちゃん、込むと疲れちゃうからー、」 
 d 《話し手の事情の説明》「わたし、暇だからー、」「なんでも手伝うんで、」 
 e 《話し手の意向の表明》「行こっかなーって思ったんだけど、」 
 f 《聞き手の意向の確認》「どーお。」 










(7) a 話し手に余裕があることを伝える。［《話し手の事情の説明》と共通］ 
「やることがないの。最近、赤坂、暇だから、」（sht_lf04ab-2：0022-0024） 




 c 話し手にとって不都合であることを伝える。 
「あのー、それはね、申し訳ないので、や、ちょっと、な、なんかやりますよ。」
（aic_lf02cb-2） 





 e 聞き手にとっての負担を述べる。 
「結構、量、多かったですよね。で、今日、わたし、なんもないのでー、」（aic_lf02bc-2：
0020） 






















 b いや、やらせてください。（sht_lf05ac-2：0016） 
 c あのー、ちょっと、お手伝いさせていただきたいなーと思いましてー。
（aic_lm01bc-2：0016） 






















  同級生ペア 後輩から先輩 
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